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俳
句 

温
ぬ

く

も
り
に
一
ひ
ら
ず
つ
の
梅
の
花 

 

井
口
祥
子 

建
国
の
記
念
日
に
聞
く
世
の
腐
敗 

 

丘
乃
雀 

楽行かわら版編集室 連絡先：0868-75-7126（さくとう山の学校取次）Email：gs.fukuyama@gmail.com 

楽行かわら版に掲載したいお知らせ、記事等がありましたら、上記連絡先までご連絡ください。 

夢農場 玉ねぎの追肥 

２月１４日、ボランティアの会が夢農場で、昨年１１

月１９日に植えた玉ねぎに追肥を実施しました。 
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第
２
回
県
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
展
開 

二
月
十
九
日
（
日
）、
自
治
振
環
境
衛
生
部
の
皆
さ

ん
で
第
二
回
県
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し

た
。 朝

か
ら
氷
雨
の
中
で
し
た
が
、
合
羽
を
着
て
傘
を

さ
し
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
一
回
に
続
き
県
道
“
和
気
・
笹
目
・
作
東
線
”

と
“
万
善
・
美
作
線
”
の
全
線
に
わ
た
っ
て
空
き
缶
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
拾
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
、
多
目
的
集
会
所
の
清
掃
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 一

年
間
、
県
道
ク
リ
ー
ン
作
戦
、
資
源
回
収
な
ど

衛
生
環
境
部
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
環
境
衛
生
部
長 

祐
延
毅
） 
第２回福祉会議 

２月１９日、福祉会議が開催され、以下の点について

報告と議論がなされました。 

1. 美作市社協から作東ケア会議についての報告 

⚫ フレイル（加齢に伴って心身の衰えた状態）の

人々が増加している。 

⚫ 運転免許証の返納後の取り組みについて 

2. 福山地区の新たな社会福祉の課題 

⚫ 大雪時の高齢者の安否確認について、議論され

ました。 

二
月
二
十
三
日
（
木
）
、
山
の
学
校
下

の
休
耕
田
を
活
用
し
た
自
治
振
・
移
住
共

生
部
に
よ
る
“
喋
り
の
場
”
作
り
を
始
め

ま
し
た
。 

こ
の
“
喋
り
の
場
”
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
共
々
、
気
軽
に
集
い
、
喋
っ
て
、
人
生

を
悠
々
自
適
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
場
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
六
種
類
の
果
樹
十
二
本
（
桃

三
本
、
葡
萄
二
本
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
十
三
本
、

栗
一
本
、
柿
一
本
、
そ
し
て
山
根
会
長
寄

贈
の
イ
チ
ジ
ク
二
本
）
を
植
え
ま
し
た
。 

     

（
移
住
共
生
部
長 

國
森
悟
） 

【
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
】 

石
井
章
文 

國
森
悟 

國
森
麗
子 

戸
川
精 

北
口
純
子 

北
口
義
一 

幸
地
博
子 

森
坂
利
子 

早
見
雅
夫 

“喋りの場”の設置 
はじまる！！  

“第５４回ふれあい祭り”の開催について 

３月４日の「ふれあい祭り部会」で、“第５４回ふれあい祭り”を４月３０日(日）
に開催する予定で進めていくことを決めました。 
正式に決まりましたら、詳細については後日ご案内します。 

残
り
日
を 

悠
々
暮
ら
す 

福
山
の
郷 

 

悟 

【今回参加いただいた皆さん（敬称略）】 

國森悟 戸川精 平井勢津江 

道広好巳 下山義美 香山重 竺原慎一 

祐延毅 長瀬俊徳 森國悦子 山根肇 

山本義彦  

（第一回に参加いただいた皆さん） 

上野博三 岡本善博 國森悟 戸川精 

平井勢津江 河原幸雄 神原博 道広好巳 

下山義美 香山重 竺原慎一 祐延毅 

長瀬俊徳 森國悦子 山根肇 山本義彦 


